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The　lnechanism 　of 　sustained 　oscil 旦ation 　in　the　How 　past　a　circular　cylinder 　is　investjgated　numerical 王y，　in　which
impulsive　fbrce　is　gi、・ell 　at 　a 　certain 　point　in　the　flow　 and 　subsequent 　spatio −temporal 　development　of 　induced　dis−

turbance　is　observed ，　Extending　the　conventiona ｝110tions 　ofconvcctive 　and 　absolute 　instabilities　established 　on 　the

parallel且ow 　approximatbn 　to　non −paralle1恥 ws ，　we 　evaluate 　the　growth 　rate 　of 　each 　instabHity　mode ，　We 　fbund

that　the　oscillation 　is　sustained 　by　supcriority 　ofthe 　groMh 　due　to　the　convective 　instability　over 　the　decrease　due　to

advection 　ofthe 　packc毛」 t　is　concluded 　that　the　entire 　flow　field　is　absolutely 　stable 　below　the　critical　Reynolds　num −

bcr　although 　some 　extent 　ofthe 　flow　behind　the　cylinder 　is　convectively 　unstable ，　whi ］e　the　fiow　becomes　absolutely

ung．　tab［e　everywher ¢ behind　the　cylinder 　simultaneously 　when 　the　Reynolds　muriber 　exceeds 　the　critical　valuc ．

1． は じめ に

　 円 柱 を過 ぎ る流 れ が 振 動 流 へ と 遷移 す る 過 程 と振 動 を維 持 す

る機 構 に っ い て 線 形撹 乱 方 程式 を 数f直シ ミ ュ レ …
シ ョ ン す る こ

と に よ り 調 べ た ．定常対 称 流 を基 木 流 と し，こ の 流れ の 中に 短

時 間だ け衝 撃 的 な力 を加 え，こ れ に よ り生 じる 波 束型 撹乱 の 空

間 的 ・時間 的変 化 を 数 値 シ ミュレ
ー

シ ョ ン に よ り求 め ，解 析 を

行 う．こ れ ま で 平行 流 近似 の 下 で 定義 され て き た 対流 不 安 定性

と絶 対 不安 定性 の 概 念 を非 平行 な 流れ に も適用 で き る よ うに 拡

張 し，波束型撹 乱 の 絶対 不安定 性 増幅 率 と対流 不安 定性 増 幅 率

を 評価 す る，
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Fig．　l　 Flow　paUem．　R．ed ＝50，（a ）Main 　How ．（b）Disturbanoe，

2．計算結 果

　レ イ ノル ズ 数 Re ♂
＝50 に お け る定 常対 称流 は図 1（a）の よ う

に な る．こ の 流れ に 衝撃 的 な 力 を加 え る ．全体 不 安 定 とな る 臨

界 レ イ ノ ル ズ数 Reg ＝48 以 上 で ぱ，衝撃 的 な力 に よ り定 常対 称

流 に 生 じた撹乱 は瞬 時 に 円 柱 の 後方領 域全 体に 伝わ り，や が て

成長 して 平衡振 幅 に 達 っ し，図 1（b）の よ うな流 れ場 とな る．

　非 平 行流 に適用 で き る よ うに 拡 張 し た 対 流 不 安 定性 増幅率 σ。
を評 価 す る と図 2 の よ うに な っ た ，臨界 値 よ り も小 さ い レ イ ノ

ル ズ 数 Reti＝35 で は 流れ は 円柱 の 後 方 の あ る位 置 濡 〜25 ま で

対 流 不 安 定 と な る が ，絶 対 不安 定 領域 は存在 し な い ，臨 界 レ イ

ノル ズ 数 を超 え る と （Reti＝ 50），円柱 後 流 は す べ て の 位置 で
一

斉 に 絶対不 安定 とな る，

　撹乱 が 成長 す る と波束 型撹 乱 が 形成 され る．波 束型 撹 乱 の 前
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Fig．2　Convective　growth　ratc σ c ．
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Fig・3　Progression　velQcity 　of 　the　tai1，　the　peak　and 　the

front．　Thick　linc： 己，亡，velocity 　ofthe 　taiL　Dotted　hne：びp，
velocity 　ofthe 　peak．　Dashed 　Iine： vf ，veiocity 　of 出 e 丘ont ．
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後端の 移動速度をそれ ぞれ 1．，f，　 Vp，・

vt とし，それ ら

を 評 価 す る と図 3 の よ うに な っ た．波 朿 型撹 乱 全体 と して レ イ

ノ ル ズ 数 に 依 らず 常 に 下 流へ 移流 し て い る が ，臨界 レ イ ノ ル ズ

数 で は ，波 束の 後 端 は 移 流 効 呆 に よ る 減 衰 よ り線 形 増 幅 に よ る

振 幅の 成長が 卓越す る こ とに よ り 円柱 の 後端 に 常 に 存 在 し，流

れ の 振 動源 とな る．これ が流 れ 場 の 振 動 を 維 持す る機 構 と な っ

て い る こ とが 分 か っ た ．
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